
元 気
げ ん き

で明
あ か

る く 、 み ん な 仲
な か

よ し で 気 持
き も

ちの よい 学 校
が っ こ う

生 活
せ い か つ

を 送
お く

る た めに 、 次
つ ぎ

の こ と を 守
ま も

り ま し ょ う 。 

みんなで素敵
す て き

な「仏子
ぶ し

小学校
しょうがっこう

」をつくっていきましょう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登
と う

下校
げ こ う

 
① 決

き

められた通学
つうがく

路
ろ

で安全
あんぜん

に気
き

をつけて登
とう

下校
げ こ う

しましょう。 

② 登校
とうこう

し始
はじ

めたら家
いえ

には戻
もど

りません。 

③ 黄色
き い ろ

の安全
あんぜん

帽子
ぼ う し

をかぶって登
とう

下校
げ こ う

しましょう。 

④ 登
とう

下校
げ こ う

の時刻
じ こ く

を守
まも

りましょう。（朝
あさ

は８：１５以降
い こ う

に登校
とうこう

します） 

⑤ 登校
とうこう

したら名札
な ふ だ

を付け、下校
げ こ う

するときに外
はず

して帰
かえ

りましょう。 

⑥ お休
やす

みをするときにはLEBER
り ー ば ー

でお家
うち

の人に連絡
れんらく

してもらいましょう。 

⑦ 登
とう

下校中
げこうちゅう

に会
あ

った人
ひと

にはしっかりあいさつをしましょう。 

⑧ ランドセルなどには防犯
ぼうはん

ブザーをつけましょう。 

⑨ 原則
げんそく

、下校後
げ こ う ご

は学校
がっこう

に荷物
に も つ

を取
と

りに来
こ

ないようにしましょう。 

服装
ふ く そ う

 

① くつは体育
たいいく

がない日
ひ

も走
はし

ることができるくつを履
は

きましょう。 

※天候
てんこう

状 況
じょうきょう

等
とう

により、長靴
ながぐつ

でもかまいません。 

② 室内
しつない

ではコートやジャンパーなどの上着
う わ ぎ

は脱
ぬ

ぎましょう。 

③ 学校
がっこう

生活
せいかつ

に支障
ししょう

のある服装
ふくそう

（引
ひ

っかかりやすい服
ふく

など）は着
き

ません。 

体育
た い い く

の服装
ふ く そ う

 

④ 基本的
きほんてき

に授業
じゅぎょう

は体育
たいいく

着
ぎ

で参加
さ ん か

しましょう。 

⑤ 理由
り ゆ う

があり体育
たいいく

着
ぎ

を着用
ちゃくよう

できない場合
ば あ い

は、運動
うんどう

のしやすい服
ふく

を着
き

ましょう。

寒
さむ

さが厳
きび

しい時
とき

は、フードやチャックなどがない安全
あんぜん

なものを体育
たいいく

着
ぎ

の他
ほか

に

着ましょう。 

⑥ 体調
たいちょう

管理
か ん り

のために、脱ぎ着しやすいように体育
たいいく

着
ぎ

の下
した

に防寒
ぼうかん

対策
たいさく

の服
ふく

を着
き

ないようにしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

 

① 先生
せんせい

や友達
ともだち

の目を見
み

てしっかりあいさつをしましょう。 

② 校舎内
こうしゃない

では上履
う わ ば

きを履
は

きましょう。忘
わす

れたときは職員室
しょくいんしつ

で借
か

りましょう。 

③ 赤
あか

白
しろ

ぼうしは、外
そと

に出
で

るとき、体育
たいいく

のとき、掃除
そ う じ

のときにかぶりましょう。 

④ 登校
とうこう

したら左
ひだり

胸
むね

に名札
な ふ だ

をつけましょう。 

⑤ 学校
がっこう

の中
なか

では右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

⑥ 特別
とくべつ

教室
きょうしつ

や体育館
たいいくかん

には用事
よ う じ

のないときには入
はい

りません。 

⑦ 危
あぶ

ないところ（駐 車 場
ちゅうしゃじょう

、校舎
こうしゃ

裏
うら

、学童や体育
たいいく

小屋
ご や

のまわり、バックネット

裏
うら

）では遊
あそ

びません。 

⑧ 雨
あめ

の日
ひ

は室内
しつない

で静
しず

かに過
す

ごしましょう（先生
せんせい

と一緒
いっしょ

にレクをするのはかまい

ません）。 

⑨ 掃除
そ う じ

は静
しず

かに集 中
しゅうちゅう

してしましょう。 

⑩ 髪
かみ

の毛
け

が肩
かた

につくなど長
なが

い人
ひと

は、給 食
きゅうしょく

・清掃
せいそう

・運動
うんどう

などの活動
かつどう

時
じ

はゴムな

どでたばねましょう。 

持
も

ち物
もの

 

① やむを得
え

ず学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものを持
も

って来
く

る時
とき

には、事前
じ ぜ ん

に担任
たんにん

に連絡
れんらく

してから使用し、共有
きょうゆう

はしません。（リップクリーム・カイロ・薬
くすり

等
など

） 

② ゴムやヘアピンは転
ころ

んだ時
とき

などに危
あぶ

なくないものにしましょう。 

③ ゴムやシュシュ、リボンなどは手首
て く び

にはつけません。 

④ カチューシャはつけません。 

⑤ タブレットはランドセルなどにしまって、毎日
まいにち

持
も

ってきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｒ５ 仏子小学校生徒指導部 

【筆箱内の文房具の推奨品や約束】 

・ ２B以上の鉛筆を推奨します（筆圧などの実態に合わせ HB～６B程度） 

※けずったものを５本ぐらい・キャラクターなどの絵がない無地のものを推奨します。  

※必ず毎日家で削りましょう。       

※鉛筆削りは休み時間に使いましょう。 

※バトル鉛筆など授業に支障を生じるような鉛筆は持ってきません。 

※消しゴムは練り消しなど遊びにならない物、強いにおいがしないものにしましょう。 

※学校で練り消しなどは作らないようにしましょう。 

※マーカー（カラーペン）類は必要があるときに持ってきましょう。 

※シャープペンシルやロケットえんぴつは持ってきません。 

※ソフト下敷きを使いましょう。  

※鉛筆の長さは手で持った時に安定する長さ（人差し指と親指の指間部を超える）

のものにしましょう。 

※文房具や教具は遊びに使いません。 

※以下のものは毎日使えるように準備しておきましょう。 

・ 鉛筆 

・ 赤青の色鉛筆 

・ 定規 

・ 消しゴム 


